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学校関係者評価 改善方策

項目 重点 中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための方策 評価項目 目標値 ８月 １月

自己のなりたい具体
像（夢）と、そこに近づ
くための目標（志）を明
確にもたせる。

・「なりたい具体像」（夢）を考え、今の
自分の課題を明確にすることで、夢
の実現に向けた「目標」（志）をもたせ
る取組を行う。

「目標を決めて生活することができて
いる。（小：低）」「自分の夢や課題か
ら目標を決めて生活することができ
ている。（小：高、中）」
【児童・生徒評価】

「児童・生徒に目標を設定させ、継続
して振り返りをさせている。」
【教師の評価】

９０％

９０％

生
徒
指
導
部

自身の課題から設定
した学習や生活に関
する目標の達成に向
け、粘り強く取り組も
うとする態度を育て
る。

・保護者と連携し、基本的な生活習
慣の定着やコミュニケーション力向
上に向けた取組を行う。

・児童・生徒理解をすすめ、SSRの
活用も含め生活しやすい環境づくり
や、個々に応じた手立てを行う。

「自分で決めた目標を達成しようと努
力している。」
【児童・生徒評価】
【保護者評価】

・「児童・生徒理解をすすめ、組織的
に生活しやすい環境づくりを行ってい
る。」
【教師の評価】

９０％
９０％

９０％
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主体的・協動的に
学び、自己の生き
方を考える児童・生
徒の育成

探究的な学びを活か
し、主体的・協働的な
学びを推進する。

・地域を題材とし自己の生き方を考え
させることができる、持続可能で効果
的なカリキュラムのデザインを行う。

・わかりやすく主体的・協働的な学び
を引き出すとともに、学力の向上を図
る授業づくりに向けて改善を行う。

「総合的な学習の時間を通して学んだこ
とは、地域や自分の将来に役に立つと
思う。」
【児童：高・生徒評価】
「授業はよくわかる。」
【児童・生徒評価】

授業改善により個々の学びの向上が図
られている。」
【教師の評価】

９５％

８０％

８０％
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学校運営協議会での
熟議により、地域とと
もにある学校づくりを
推進する。

・学校運営協議会での熟議により、学
校の魅力アップ、教育の充実を図る
事業を推進する。

・C.S便り、学校便り、学年通信に加
え、HP等による情報発信を充実す
る。

・「学校運営協議会の活性化により、事
業の充実が図られている。」
【C.S委員評価】
【保護者評価】

・「学校の様子がよくわかる。」
【保護者評価】

９５％
８５％

８５％

Ｃ
Ｓ
担
当

充実感を実感すること
ができる働き方改革を
推進する。

・小・中一貫校ならではの取組や業務
の効率化を図る取組の提案を促し、
実現する組織体制を構築する。

・「仕事に充実感をもつことができて
いる。」
【教職員評価】
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ミッション（使命）：１年後、どんな自分になりたいのか（夢）を描き、そのためにはどうしたいのか（志）という目標をもち、
そこに近づくために（今）何をすべきかを考えて行動を積み重ねることができる児童・生徒を育成する。
ビジョン（目指す学校像）
　①児童と生徒がよりよいかかわりをもつ中で、安心して通うことができる学校
　②夢の実現のために、目標に向かって努力する児童・生徒を最大限にサポートする学校
　③社会に開かれた教育活動を展開し、地域・保護者から信頼され応援してもらえる学校
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東広島市立福富小・中学校

コメント結果と課題の分析

安
心
で
き
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評価
達成値

達成度 改善方策

学校教育目標

夢と志をもち　今を大切に生きる児童・生徒の育成

校訓：思考・実践・感謝

評価計画

経営理念

自己評価

夢と志をもち、自己
の課題解決や成長
に向け主体的に取
り組む児童・生徒の
育成

学校の教育目標や
経営理念、目指す
児童・生徒像を教
職員・児童・生徒・
家庭・地域で共有
し、協働して教育を
推進する。
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評価（目標値に対して）
Ａ・・・１００≦（目標達成） Ｂ・・・８０≦（ほぼ達成） Ｃ・・・６０≦（もう少し） Ⅾ・・・６０＞（できていない） 達成度＝達成値/目標値


